
２０１４年度 第１２回関私教協幹事校会議事録 

 

１． 日時 平成 27 年 3 月 13 日（金）15：00～16：50 

２．場所 国士舘大学（世田谷キャンパス）メイプルセンチュリーホール 5 階・多目的室 1 

３．出席者 

【幹事】鈴木 将史（事務局長・創価大学）、鈴木聡志（事務局次長・東京農業大学）、 

福山 多江子（事務局次長・東京成徳短期大学）、神永 典郎（白百合女子大学）、 

喜岡 淳治（成蹊大学）、栗栖 淳（国士館大学）、高井良 健一、（東京経済大学）、 

三尾 忠男（早稲田大学）、大島 真夫（東京理科大学）、戸塚 唯氏（千葉科学大学）、 

広野 彰（北里大学）、栗田 るみ子（城西大学） 

【オブザーバー】前田 基成（女子美術大学）、宅間 雅哉（東京未来大学）、 

坂田 仰（日本女子大学） 

【事務担当】平野 光彦（創価大学） 

 

４．協議 

〔報告事項〕 

（１） 研究部各部会の活動について 

各研究部の世話人より、活動状況について報告がなされた。 

第１部会：3 月 4 日（水）に創価大学の教職センター見学会を実施。22 大学 24 名が参加

し、大変に有意義な機会となった。 

第２部会：実施したアンケートの分析をメール会議で進めており、次回 3 月 16 日(月)に

分析結果を精査する部会を開催予定である。 

第３部会：3 月 19 日（木）に「教職実践演習の運営と課題について」をテーマに部会を開

催の予定。 

第４部会：2 月 28 日(土)に第５回となる部会を開催し、保育教諭についての解説本の 

研究と茨城女子大学の神永先生を招いての意見交換を行った。次回は 3 月 23

日に行う予定である。   

第５部会：行政官をお呼びし、部会を開催する予定であったが、改めて教員採用試験の 

現状の課題について、過去の議題に遡って討議する場を 3 月 26 日に開催す 

る方向で調整中である。 

第６部会：全私教協の研究大会での発表内容について、メール会議にて調整を行った。 

第７部会：3 月 18 日(水)に東京理科大学において、東京理科大学の教職課程や、「地学 

実験」の講義内容について紹介する部会を開催する予定。 

    第８部会:文部科学省の答申をテーマに 4 月 3 日に部会を開催予定である。 

 

（２） 全私教協「特色ある教職課程事例集Ⅱ」追加公募について 

鈴木将史事務局長より、全私教協より 2015 年 7 月に刊行される「私立大学の特色ある教



職課程事例集Ⅱ」の掲載校の追加公募につき、各幹事校へ執筆ならびに執筆校紹介の呼び

掛けがなされた。 

 

（３） 会報第 76 号の発行・発送について 

栗栖広報部長より、先月完成した「会報」第 76 号の発行・発送状況について報告がなさ

れた。また鈴木将史事務局長より、会報の電子データ保存について依頼があった。 

 

〔審議事項〕 

（１） 2015 年度幹事校・世話人の体制について 

鈴木将史事務局長を中心に、2015 年度幹事校・世話人の体制について別紙資料をもとに

確認、検討された。 

・各部担当として、研究部に女子美術大学の前田基成先生が加わる。 

・東京未来大学は、所沢潤先生が研究部を担当する予定である。 

・広報部に日本女子大学の坂田仰先生が加わる。 

・研究部各部会担当については、次回幹事校会にて討議する。 

 

（２） 2015 年度総会・研究大会への準備について 

鈴木将史事務局長を中心に、2015 年度総会・研究大会への準備について別紙資料に基づ

き確認、検討された。 

・議案書作成については、事務局から発信予定のフォーマットに基づき 4 月 3 日までに 

各地区協議会、研究部会で作成し、事務局宛に送付する。 

   ・決算書については、3 月 31 日までの支出をまとめ、4 月 3 日までに決算書を作成し、 

事務局宛に送付する。残金については、4 月 10 日の幹事校会に持参する。 

・4 月 1 日以降の支出については、事前に事務局に申請の上、仮払金で対応する。 

 

（３） 2015 年度全私教協総会・研究大会への対応について 

鈴木将史事務局長を中心に、2015 年 5 月に開催予定の全私教協研究大会の対応につき別

紙資料に基づき検討された。 

   ・関私教協の担当分科会については、研究部第６部会が進めてきた「教員採用試験におけ 

る適性検査問題－都道府県・政令指定都市教育委員会への実態調査から－」をテーマに

開催する。 

   

（４） 全私教協理事会（2015.3.29）報告内容について 

鈴木将史事務局長を中心に、3 月 29 日に開催予定の全私教協理事会にて関私教協として

報告する内容について別紙資料に基づき検討され、原案通り承認された。 

 

 



（５） 会報第 77 号の編集について 

栗栖広報部長より、会報第 77 号の編集について、別紙資料に基づき説明がなされた。合

わせて、各研究部会、地区協議会の活動報告の作成依頼があった。 

 

（６） ５月以降の幹事校会会場について 

鈴木将史事務局長を中心に、５月以降の幹事校会会場について検討された。 

・5 月 26 日（火）19：00～ 城西大学紀尾井町キャンパス 

・それ以降の幹事校会については、曜日の選定も含め、新年度が始まってから改めて協議

することとした。      

 

 

・次回 第 13 回関私教協幹事校会開催予定 

2015 年 4 月 10 日（金）18：30～ 

会場：東京理科大学（神楽坂キャンパス） 

 


